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要約 : 水稲の湛水土壌中直播栽培において 播種様式 散播と条播 並びに耕耘深度 / cmと +/ cm が耐
倒伏性に及ぼす影響を圃場試験で検討した 耕耘深度 +/ cm区 +/ cm区 の散播区と条播区の倒伏程度は
同程度で しかも耕耘深度 / cm区 / cm区 の散播区と条播区より高かった / cm区では条播区が低く
最も耐倒伏性が強かった 条播 +/ cm区は 散播 +/ cm区に比べて押し倒し抵抗値と引き抜き抵抗値は高
かったが 地上部生育が旺盛であったため散播 +/ cm区と同程度の倒伏を示した / cm区は 生存葉鞘枚
数 押し倒し抵抗値および引き抜き抵抗値から判断して 根の活性や根の物理的強度の向上が倒伏を軽減し
たものと推察された しかし 散播 / cm区が 条播 / cm区よりやや倒伏程度が大きかったのは 株直下に
分布する根量が少なかったことによるものと考えられた
































条播の ,区と それぞれに耕耘深度 / cmと +/ cmの ,区
を設けた 試験規模は 耕耘深度が違う +* a区画 東西に
約 ,*m南北に約 /.mの圃場を ,区画設けたそれぞれ
の圃場は長辺で東西に隣接し 西側を耕耘深度 / cm区 /
cm区 東側を耕耘深度 +/ cm区 +/ cm区 とし さら
にそれぞれの圃場の東側 / aを条播区西側 / aを散播区
とした
耕耘は ,月と .月にロタリを装着したトラクタで上述
の設定の深さに行い 代掻きは 散播は播種 /日前と播種
当日に 条播では播種 /日前と ,日前にそれぞれ行った
なお ドライブハロを用いて行った代掻きにより耕耘深
度が設定の深さより深くならないように注意した
+* a当たり約 . kg 乾籾重 の催芽した種子に カル
パ粉粒剤 +0 乾籾重の ,倍量 とタチガレエス粉剤
同 - を粉衣した /月 ,+日に 散播は動力散粒機で
条播は条間 -* cmに条播機でそれぞれ播種し 0日間落水
した
施肥は全区同様とした すなわち 基肥として +* a当た
り化成肥料 +* : +2 : +0 ケイ酸加里および過燐酸石灰を
それぞれ ,*kg全層施肥した 追肥は 0月 ,,日 1月 +3
日および 2月 +日に NK化成 +1 : * : +1を 0kg+* aさ
らに 0月 ,.日にケイ酸加里を ,*kg+* a施した
苗立ち密度は m,当たり 2*本とし出芽後に間引いて各
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調査区の周囲 +m幅の範囲で調整した なお 調査区の面
積は散播区では*.,/m,/*/* cm条播区では列の長さ
+mとした 各区の調査の反復数は 出穂 +*日後では /反
復 出穂 ,.日後と .*日後では -反復とした +反復当た
りの調査株数は散播区が ,*株条播区は ,.株であった
押し倒し抵抗値は フォスゲジ シンポ工業 FGX-





の機種 FGN-/* で垂直に引き抜き この時の最大応力と
した なお 引き抜き抵抗値は +株穂数 -本の株のみを +
反復当たり /株計測した さらに 葉鞘を +枚付けた主稈
の第節間 穂首節間を第節間 以下順次基部に向けて
第 第 中央の長径と短径を測り この位置で支点
間距離 . cmにおける挫折荷重を測定した 生存葉鞘枚数
は 主稈を対象に緑色部分が長さの +-以上であれば +枚
とした 倒伏程度は 散播区では +./+./mの面積を 条
播区では長さ -mの /列をそれぞれ対象にして 達観調査
で * 無 / 甚 の 0段階に分け /反復で行った な
お 倒伏が始まり傾いた株が発生した出穂 .*日後の倒伏
程度の調査は 散播区では +./+./mの面積を 条播区は
長さ -mの /列をそれぞれ対象に その中から倒伏してい
ない株を選んで計測した
耕耘深度の違いが 土壌の硬度変化に及ぼす影響を調査
した すなわち 貫入式土壌硬度計 大起理化 DIK-//,+
で 播種直後から +ヶ月ごとに各区とも +反復当たり -点
で /反復測定した
水管理は 播種当日から 0日間および 0月 2日から +-
日までの /葉期に落水し 中干しは 1月 +/日から ,,日ま
で行った





推移し 耕耘深度の浅い / cm区は土壌深度 +*,* cmの









くまた / cm区では稈長がやや短く +/ cm区に比べて稲
体自重モメントは小さかった 主稈の生存葉鞘枚数は
常に条播区より散播区で多く推移し また有意差はないが
+/ cm区より / cm区で多く推移した 葉鞘付きの稈の外
径は 長径 短径およびその平均値にも大差はなかったが
条播区でやや大きかった 主稈の第 .節間長は 播種様式
間および耕耘深度間でともに有意な差が認められ 常に条






き抵抗値は +株穂数が -本の株で測定し 同様の理由で穂
当たりで示した 押し倒し抵抗値は いずれの時期でも散
播区より条播区で +/ cm区より / cm区で大きくなる傾
向を示した 引き抜き抵抗値もほぼ押し倒し抵抗値と同様
な傾向であった すなわち 播種様式では条播区 耕耘深
図 + 耕耘深度の相違が土壌貫入抵抗値に及ぼす影響
	
	 / cm散播 		 / cm条播 		 +/ cm散播 		 +/ cm条播
耕耘深度並びに播種様式の相違が湛水土壌中直播水稲の耐倒伏性に及ぼす影響 95









種様式間に差はなく 一方耕耘深度間では常に / cm区の
値が小さかった 区間の相違によるこの倒伏指数の傾向







 散播 / cm区  散播 +/ cm区
	 条播 / cm区 





















条播 +/ cm区は 押し倒し抵抗値と引き抜き抵抗値が散
播 +/ cm区より大きくなったが 倒伏程度は両者ともほぼ
同程度であった これは 条播 +/ cm区の押し倒し抵抗値
と引き抜き抵抗値から推察して 根の強度などの株支持力
は散播 +/ cm区より増大したが 稈長や地上部生体重から
もわかるように地上部生育が旺盛で稲体自重モメントが
大きくなり 散播 +/ cm区と同程度の倒伏を示したものと
考えられる
播種様式に関わらず / cm区で 耐倒伏性が向上した要
因を検討した 下位葉の生存数の多少は根の機能と密接な
関係があり+-, ,+,- 引き抜き抵抗値が低い品種は 高い品
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E#ect of Di#erent Tilling Depth and Sowing Styles
on Lodging Tolerance of Rice under Direct
Underground Sowing in Flooded Paddy Field
By
Tokihide NAGOSHI* and Takeshi TANABE*
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Summary : The purpose of this study was to clarify the e#ects of tilling depth (i.e., / cm and +/ cm) and
sowing styles (i.e., broadcast and row sowing) on the lodging tolerance of rice under direct under-
ground sowing in ﬂooded paddy ﬁeld. Lodging degree of broadcast and row sowing at the +/ cm
tilling depth, were same level, but were higher than in broadcast and row sowing at the / cm tilling
depth. Lodging degree of row sowing at the / cm tilling depth was lowest, namely, the lodging
tolerance was most superior. At the +/ cm tilling depth, the pushing resistance and the pulling
resistance were higher in row sowing than in broadcast sowing, but the top growth in the row sowing
was vigorous, therefore the lodging in the row and broadcast sowing were same level. In the / cm
tillimg depth, it was guessed that the elevation of root activity and strength has brought about the
mitigation of lodging, as judged by the numbers of alive leaf sheath, pushing resistance and pulling
resistance. But in the / cm tilling depth, it was considered that the lodging tolerance in broadcast
sowing was inferior, by reason that the roots of rice below the hill were scanty.
Key Words : direct sowing, lodging tolerance, rice, sowing style, tilling depth
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